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平成22年第４回太子町議会定例会（第427回町議会）会議録（第４日） 

平成22年９月９日 

午 前 10 時 開議 

                 議  事  日  程 

１ 認定第１号 平成21年度兵庫県太子町一般会計歳入歳出決算の認定について 

２ 認定第２号 平成21年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

３ 認定第３号 平成21年度兵庫県太子町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

４ 認定第４号 平成21年度兵庫県太子町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

５ 認定第５号 平成21年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

６ 認定第６号 平成21年度兵庫県太子町墓園事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

７ 認定第７号 平成21年度兵庫県太子町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

８ 認定第８号 平成21年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

９ 認定第９号 平成21年度兵庫県太子町水道事業会計決算の認定について 

10 議案第38号 平成22年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第２号） 

11 議案第39号 平成22年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

12 議案第40号 平成22年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

13 議案第41号 平成22年度兵庫県太子町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

14 議案第42号 平成22年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

15 議案第43号 平成22年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補正予算（第１号） 

16 議案第44号 平成22年度兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

17 議案第45号 平成22年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計補正予算（第１号） 

18 議案第46号 平成22年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第２号） 

                本日の会議に付した事件 

１ 認定第１号 平成21年度兵庫県太子町一般会計歳入歳出決算の認定について 

２ 認定第２号 平成21年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

３ 認定第３号 平成21年度兵庫県太子町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

４ 認定第４号 平成21年度兵庫県太子町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

５ 認定第５号 平成21年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

６ 認定第６号 平成21年度兵庫県太子町墓園事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

７ 認定第７号 平成21年度兵庫県太子町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

８ 認定第８号 平成21年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

９ 認定第９号 平成21年度兵庫県太子町水道事業会計決算の認定について 

10 議案第38号 平成22年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第２号） 

11 議案第39号 平成22年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

12 議案第40号 平成22年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

13 議案第41号 平成22年度兵庫県太子町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

14 議案第42号 平成22年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

15 議案第43号 平成22年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補正予算（第１号） 

16 議案第44号 平成22年度兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

17 議案第45号 平成22年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計補正予算（第１号） 

18 議案第46号 平成22年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第２号） 

会議に出席した議員        
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        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

   （開議 午前９時59分） 

○議長（佐野芳彦） 平成22年第４回太子町

議会定例会第４日目におそろいでご出席いた

だきありがとうございます。 

 ただいまの出席議員は13名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成22年第

４回太子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 認定第１号 平成２１年度兵 

       庫県太子町一般会計歳入歳出 

       決算の認定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第１、認定第１号

平成21年度兵庫県太子町一般会計歳入歳出決

算の認定についてを議題とします。 

 本案については、８月27日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 長谷川原司議員。 

○長谷川原司議員 一般会計の本決算につい

て質疑させていただきます。 

 64ページの庁舎耐震診断委託料というのが

計上されて結果が出たんですけれども、その

診断結果及び今回庁舎用の土地の購入にも動

き出したんですけれども、それに関連するの

かどうか。 

 それと、100ページ、この保健福祉会館管

理費の修繕費の施設修理ということで

2,703万6,067円上がっているんですけれど

も、空調設備の2,000万円ですか、それとこ

の後の金額についてですけれども、空調設備

については社会福祉協議会との折半というこ

とですけれども、あとの分について、社会福

祉協議会との関連があるのか。多分一体的な

ものであると思いますので、それの調整とい

うのはあったのかどうか。 

 それと、122ページ、ふるさと雇用対策費

として下水道施設管理点検事業委託料という

のがあるんですけれども、これは下水道会計

のほうの事業に対して一般会計からこれ応援

したという形になってますけれども、下水道
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会計への影響ですか、この結果どのように効

果があったものかどうかをお聞きします。 

 それと、146ページ、ＪＲ網干駅西南土地

区画整理事業公共用地編入申請書作成他業務

委託料と、ＪＲ網干駅西南地区測量業務委託

料、これは計上されておるんですけれども、

この区画整理を進めている全体計画の中で、

この決算まででどの程度進んでいるものかと

いうことをお聞きします。 

 それと、202ページ、給食センターのこと

なんですけれども、修繕料としてこれ

1,331万3,713円、これ上がっておりますけれ

ども、これは去年特別委員会も立ち上げて問

題になり、いろいろ委員会で議論し合った問

題なんですけれども、この決算を打ち終わっ

て、今後入札に参加する業者とか、そういう

資格とかということについて変更があるのか

どうか、それをお聞きします。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） まず、最初の庁舎

耐震診断についてお答えいたします。 

 この診断につきましては、昨年11月から３

月にかけて実施したものでありますが、その

結果をご質問でありますので、お答えいたし

ます。 

 北館のみ実施いたしまして、この結果で

す。東西方向につきましては、１階について

は目標値以下、２階については目標値以上、

３階については耐震度ゼロ、南北方向につき

ましては１階が目標値以下、２階が目標値以

上、３階が耐震度がかなり低いということ

で、経年指標につきましては54年経過がしと

るわけですけども、54年の割には劣化が進ん

でいないということでありますが、トータル

的には自然崩壊ということでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 100ページの

保健福祉会館の修繕費のお尋ねでございまし

たが、チラーの関係が入っておりまして、社

会福祉協議会との関連をお尋ねになったわけ

ですけれども、この修繕費2,700万円余りの

大半がチラーの修繕に要したものでございま

して、それ以外につきましては社会福祉協議

会との関連性というのは、共通部分がないと

は言えませんけれども、例えばドアの修理と

か、そういったことは会館のほうで施設管理

上もつというようなことですので、この修繕

のチラー以外につきましてはドアの改修、そ

の他といたしまして細々な面がございます。

掃除機といったこととか、蛍光灯の関係とか

ございますが、チラー以外につきましては、

ただいま言いましたように、使用に当たって

共通というような部分はあります、照明につ

きましてもですね、だけどそれはもうはっき

り区分ができないということで、今回この修

繕料の中ではっきり社会福祉協議会と区分さ

せていただいたのがチラーの関係でございま

す。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 122ページの

ふるさと雇用対策費の関係でございますが、

これにつきましては下水道施設、管であると

か、そういったものの施設の整理等を行いま

した。これについては、民間のコンサル業者

に委託をいたしまして、プロポにより整備を

いたしたものでございまして、下水道の会計

への効果という上では、今後に向けて非常に

必要なものでございますので、効果があった

ものと思っております。 

 それから、146ページのＪＲ網干駅西南土

地区画整理事業の関係でございますけども、

まず内容から申し上げますと、区域内にござ

います公共用地、道路、導水路等について計

画区域内に編入する必要がございますので、

それに関します作業を委託したということで

ございます。もう一つは、区画整理地区全体

の測量を委託させていただいたということで

ございます。現状につきましては、現在組合

設立準備会がございまして、そちらのほうで

組合設立に向けまして準備を進めているとこ

ろでございますが、まずは都市計画決定とい

いますか、区域区分、市街化区域の編入の必
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要がございます。現在、そちらのほうに向け

まして作業を進めているといったところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） 今回ご質問の給食

センターの修繕料に伴う内容かなあと思いま

す。それにつきましては、前年におきまして

はいろんな形で適正な事務処理を若干見誤っ

たという形の状況もございました。その中で

事務を進めていく中、また事業を推進してい

く中でご指摘いただきました内容、また適正

な事務の遂行という形で事務を進めて修繕対

応したところでございます。この業者等につ

きましては、入ってる施設につきまして専門

的な部分が十分ありますので、分野分野に合

った業者の選定、また事務手続につきまして

も適正に処理をして修理に当たったところで

ございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 長谷川原司議員。 

○長谷川原司議員 この下水道施設管理点検

事業の委託料ですけれども、その効果があっ

たという答弁でしたけれども、どういう効果

があったのでしょうかということをお願いし

ます。 

 それと、このＪＲ網干駅西南地区のことな

んですけれども、これ事前にはもっと進んで

おった計画じゃないかなと思うんですけれど

も、だんだん遅れているみたいな感じを受け

ておるんですけれども、着実に進めておられ

るんですけれども、いついつ、都市計画決定

についてももう少し早い時期の説明が以前あ

ったかなあと思うんですけれども、それも関

連してちょっとお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 下水道に関し

ましては、現在資産価値であるとか、そうい

った部分の整理をしたということでございま

す。管路等全体を含めまして、そういった整

理をしたということでございます。 

 それから、ＪＲ網干駅西南地区の関係でご

ざいますが、もともと平成22年２月というよ

うなこともございましたが、龍野線が区域内

を通過するというような状況もございまし

て、現在そちらのほうとの調整がございまし

て若干遅れたというようなこともございます

が、龍野線の都市計画決定を県のほうで早急

にやっていただくようにこちらのほうは現在

働きかけをしているような状況でございまし

て、あわせて都市計画変更を事業に組み込ん

で都市計画変更をしていくべきであろうとい

うようなことでございますので、現在は龍野

線の状況を待っているというような状況でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに。 

 長谷川原司議員。 

○長谷川原司議員 この下水道施設のことに

ついては、これは企業会計に向けて資産価

値、今ちょっと答弁の中で資産価値というの

が出てきたんですけれども、要するに水道会

計並みに、それに準じたような会計報告に持

っていくためにしたんでしょうか。そこら辺

をもう少し詳しく説明お願いします。 

 それと、この龍野線についても、ＪＲは網

干駅の今度北西、北側ありますよね、それが

以前はそれについての補助金とか乗っておっ

たんですけど、それがとまっているんですけ

れども、その北側の、これはちょっと申しわ

けないですけど、全体的な進め方について、

ほいたら説明お願いします。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 下水道の関係

でございますが、これにつきましては現在国

のほうの指示、指導もございまして企業会計

への移行というのが将来的にはそういった方

向も出ております。そういったことも加味い

たしまして、現在整理をしていくということ

でございます。 

 それから、区画整理でございますが、今北

網干駅西北地区、もともと網干駅前の区画整



－155－ 

理事業ということで姫路市と太子町とで取り

組んでまいりましたが、分割をいたしまして

それぞれの市町で行うと。太子町においては

線路から北と、それから線路から南、２地区

に分けて取り組もうということでございまし

た。南につきましては、現在いろいろとそう

いった法手続に向けまして事業を進めている

ところでございますが、西北地区につきまし

てはちょうど都市計画道路網干線というのが

ございます。そちらのほうの龍野線に関連い

たしまして、逆に網干線の龍野線との交差角

の変更とか、そういったこともございますの

で、網干線ルートが今のところ確定していな

いというような状況で検討会につきましては

現在休止状態ということでございまして、完

全になくしたということではございません

で、そういった周辺の状況によりまして再度

検討が始まるということになりますが、その

時期については現在のところ未確定でござい

ます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 また、委員会で聞くべきこ

とは聞きますけども、全体的に町税関係で東

芝分の説明を求めておきたいと思います。 

 それから、介護保険関係との絡みなんです

が、やはり介護保険で漏れる部分については

これまでも確認をしてまいりましたけども、

一般施策で対応できることは対応するという

形で進めていくようにということでやってき

ましたが、介護保険で対応できないもので一

般施策で対応したものの説明を求めます。 

 さらに、介護保険は利用しにくいのは言う

までもないんですが、今後さらに一般施策で

の対応が必要になると思いますので、説明を

求めます。 

 それから、揖龍保健衛生施設事務組合の関

係でごみ収集経費が高過ぎると、こういうこ

とで住民から請願が出されて、現に議会では

特別委員会をつくって調査検討をしているわ

けでありますが、事務の内容は15年でしたか

ね、揖龍に移行すると。こういうような形に

なり、実質的には町の具体の対応ができな

い、町の議会ではそれぞれ何を聞いても、ま

た何をただしても、これに真っ向から答えて

対応をしないと、こういうような現実がある

わけです。そういうことで、高い理由、その

他改善対策は本町が声を上げないといけない

と思います。また、そうでない限り前進はし

ないと、こういうふうに思います。そういう

点で管理者会等で町の発言権というのは当然

あるわけですから、一緒になってこの事務組

合を運営するという中で町の声がどういうふ

うに反映されよるか、具体に説明を求めま

す。 

 それから、都市公園のことで伺いましたけ

れども、公園の実態、役割っていうのは極め

て公園としての一般的機能に加えて防災上

も、また地下水を涵養する機能も、あわせて

障害者と弱者が外出をしていく上での休憩、

トイレ、そういう点での大きな役割を持って

いるわけであります。そういう点で都市公

園、それから帰属公園、それから子供の遊び

場等で借地をしている公園もあるかと思いま

す。そういう借地の条件で、前には大きいの

は蓮常寺、もうなくなりましたけども、蓮常

寺の運動場、これは一括借り入れで資産税で

相殺すると、こういうようなことで借っとっ

たわけでありますが、小さな子供の遊び場的

なものについては借地にも一定の条件がある

と思うんですね。借地の条件としては、今言

いましたように、固定資産税の免除があると

思うんですけど、あわせて固定資産税が免除

されても国民健康保険なんかは対象外とする

とか、こういうことになっとる思うんやね。

それらはより多くの公園等を確保するという

ことが必要だと私は思いますので、そういう

借り上げ分も含めて一定の対策が必要だと思

うんですけど、その点での取り組み、それか

ら総合公園の進捗ですね、用地並びに事業計

画、それはどういうふうに、今後財政との絡

みもありますので、どういうふうにしようと
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しているか説明を求めます。 

 それから、決算の審査で監査委員の指摘し

ているところがあるわけですが、政務調査費

について嶋澤君の辞職に伴う政務調査費の７

カ月分が返納、こういうふうに監査の意見は

指摘しとんですが、辞職後７カ月分３万

5,000円は返納されるべきものであるにもか

かわらず本人の破産決定がなされ、政務調査

費の残金返済が不可能となったことはまこと

に遺憾であると。これどういう、事実は事実

なんですが、なぜこういう結果になるかきち

っとしとかないといけない問題で、監査の指

摘事項にこういうことが顔をのぞかせている

わけですね。だから、きちっとこれもしてお

かなければいけない問題だと思うんです、破

産という問題はありますが。 

 それから、それより上段に社協の、先ほど

もちょっと質疑がありましたけども、工事と

補助金を相殺すると、これはまともな処理の

仕方かどうかが意見でも指摘されとんです

ね。町はほんまこれどない考えとんかね。相

殺したらええものではないということなん

で、はっきりしとかないといけないと思うん

ですね。 

 それから、随契についても触れられており

ます。このことについても町の基本的な姿

勢、考え方を、この間は総括で町長のちょっ

と述べてましたけれども、基本的な姿勢が問

われる問題でありますので、説明を求めま

す。これ審査意見の10ページ今言よります。 

 それから、11ページのところで一般会計の

分析の下のほうで、特別会計の若干上、事務

改善としてっていう補助金交付額の継続見直

しが進められているけれどもというくだりで

すね。これらについて、各施策の中で商工業

に対する具体的な重点施策が見受けられな

い。また、東芝工場の現状、大型商業施設の

進出等で対応の難しさは理解するが、農業に

偏り過ぎないバランスのとれた施策が必要と

思われるということと、それから行政評価が

進捗していないと、こういう指摘がございま

す。これらについて私も同感でありますし、

このことに対する町の当然の説明を必要とし

ますので、この際説明を求めます。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） まず、東芝に関す

る収入状況であります。 

 まず、法人町民税につきましては、均等割

300万円ということでございます。それと、

固定資産税につきましては、土地につきまし

ては金額、収入済額が6,757万1,200円でござ

います。家屋につきましては3,449万8,200円

でございます。償却資産が２億3,912万200円

でございます。合計で３億4,118万9,600円で

ございます。これにつきましては、20年度比

を見ますと、マイナスの1,308万3,700円とな

っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 介護保険との

絡みで一般施策としてどう対応しておるかと

いうことでございますが、特に高齢者の方々

の健康増進関係事業、健康増進事業でござい

ます。いろんな大きく教室等も開催をいたし

ておりまして、これもやはり予防に重きを置

いた施策かと思いますが、今後もこういう予

防面において一般施策として取り組みたいと

いうふうに思っております。 

 それから、揖龍保健衛生事務組合との関係

でございまして、構成団体である太子町の声

をどう反映させておるかということでござい

ましたんですが、当然組織的にもそうした管

理者会もございますし、担当者、幹事会がご

ざいまして、定期的に開催をいたしておりま

すので、その中でやはり課題等の協議がなさ

れております。もちろんこの経費の節減につ

きましてはたつの市さんにしても同様でござ

いますので、組合に一方的にお任せというこ

とではございません。協議をしておるという

ことでございます。 

 それから、決算審査の中での補助金との相

殺の関係でございますが、これは形の上では

なかなか区分がしにくいというようなことも

ございまして、ご指摘があったかと思いま
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す。これもこの21年度限りの特別的な状況で

ございましたので、形としてはこういう方策

をとらせていただいたんですが、監査委員さ

んのご意見というのは重々頭に入れときたい

というふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 都市公園に関

するご質問でございますが、防災上あるいは

水涵養用ということからも重要であるという

認識がございます。現在の状況でございます

が、都市公園につきましては８カ所ございま

して、15万7,500平米程度確保いたしており

ます。これにつきましては、総合公園供用分

までを含めましたものでございます。 

 それから、帰属公園につきましては、町内

47カ所ございます。 

 それから、借地の件でございますが、自治

会が管理をいたしております公園につきまし

ては一部借地で管理をされているところもご

ざいます。条件として、現在固定資産税の免

除がされているところでございます。 

 それから、総合公園の進捗と今後というこ

とでございますが、既にご承知のとおりでご

ざいますけれども、平成20年度におきまして

事業計画を大きく見直しをさせていただきま

して、区域は変わりませんが、事業費で約

30億円程度の節減を計画として立てたところ

でございます。現在済んでいるところにつき

ましては、費用につきまして約66億円の費用

が投入されまして、6.3ヘクタールの供用を

開始いたしております。今後、用地、施設含

めまして計画上約13億円程度の費用というこ

とになるわけでございますが、これにつきま

しては今後の財政状況等を見きわめながら進

捗をしていくということになろうかと思いま

す。 

 それから、商工業対策ということでござい

ますが、確かに現在は商工会議所への補助

金、あるいは中小企業の融資に係る制度等、

導入をいたしておりますが、それ以外の取り

組みとしては現在のところ持ち合わせており

ませんが、今ある制度といいますか、そうい

ったものの活用をしていただけるようＰＲも

していきたいというように思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 財政課長。 

○財政課長（香田大然） 随意契約のことに

ついてお答えを申し上げます。 

 昨年10月か11月かぐらいから議会のご指摘

を受けまして地方自治法施行令167条の２の

各項目につきまして精査をいたしまして、別

表に掲げる工事または製造の請負の130万円

以上につきましては原則随意契約しないで入

札という形、また委託その他のものにつきま

しては、50万円以下のものにつきましては、

これも随意契約の範囲とする。別表の130万

円、50万円をおろそかにしないという点を再

確認して財政課から各課に通知をし、昨年

10月か11月から施行しました。そして、本年

４月以降はその原則に従うようにということ

でもう一度徹底して各課に指示をいたしたと

ころでございます。ですから、法の趣旨を尊

重しながら進めていきたいと思います。 

 また、特命随契につきましても、これはも

うよくあることですが、その製品のメーカー

しか対処できないとか、これこれのもの、商

品ですね、商品しか適さないとか、そういっ

た事情もございますんで、その辺につきまし

ては各課の起案の随契に適するかどうかを財

政課のほうで確認しながら事務を進めるよう

にいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 10ページの社会福祉

協議会の補助金についてでございますが、こ

れについては監査委員さんご指摘のとおりと

いうふうにも思います。今後、ご指摘につい

ては次年度以降に生かしていきたいというふ

うに考えております。 

 政務調査費については、把握できていない

状況でございます。 

 それから、もう一つの商工業に対する具体

的な重点施策云々のところでございますが、
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確かにこれも監査委員さんのご指摘のとおり

でなかなか難しいところがございますが、私

どもとしてはやはり商工会を通じて、商工会

活動を通じての商工業の施策というようなこ

とも考えております。あるいは、中小企業の

利子補給等について、そういう融資関係も含

めてやっておりますが、監査委員さんの目か

ら見た中で商工業に対する施策が少ないので

はないかというご指摘についても真摯に受け

とめたいと、このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 行政評価の進捗も。 

 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 行政評価につきま

しては、都度都度にご質問いただいてるわけ

ですけども、今期の議会においても答弁させ

ていただいとるわけですけども、19年度事務

事業につきましては、試行的に実施をいたし

ました。20年度事務事業につきましては、第

５次総合計画と連動した評価をしたいため

に、総合計画の策定経過と歩調を合わせて行

政評価の制度設計を進めるということで進め

てまいりました。20年度事務事業につきまし

ては、既に各課を招集しまして説明して評価

の実行を指示しております。これについて

は、次年度以降の施策に生かしていくという

考えでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 中井政喜議員。 

○中井政喜議員 じゃあ、１点だけお尋ねを

したいと思いますので、よろしくお願いしま

す。既にごみ問題等調査特別委員会が設定さ

れています関係もありますが、今回私もまた

一般会計特別委員会にも入ってますので、そ

の辺も心得ながら質問いたします。 

 ということで、まず今回私がお尋ねするの

は、上太田の瓦れき処分場の借地についてと

いうことで、120ページのところでお伺いし

ます。というのは、今現在上太田の瓦れき処

分場を借りてるわけですけども、これ地元の

数名の方から、こんなに広い場所はもう要ら

んの違うかと、またその上太田の役員の方か

らも、今の状態を見るともっと少なくてもい

んじゃないかというようなことで一度議会で

聞いてくれということで、私自身住民からそ

ういう宿題をいただいてこの席におるわけで

すけれども、ちょっとそういうことも踏まえ

て聞きたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

 私がそれを聞きまして調べた中では、昭和

56年にこの借地を借りてるわけですけれど

も、筆数に言いますと1 4筆、平米数で

7,286.30平米というかなりの敷地量でござい

ます。当時は、今のように分別収集をするよ

うな時代でなかったんで、それなりの量の敷

地が必要だったんかなということで、住民の

方から言われたときにはそうだなということ

で、今現在とちょっと非常に状況が変わって

きとんじゃないかという中で、このあり方が

問題でないかなということと、それとこの借

地単価なんですけれども、今１平米当たり

390円で借りて、この平米数を掛けますと

284万1,655円ですか、ということになってる

んですけども、この借地の決められたのが当

時から変わってないように聞いておるんです

けれども、借地単価の決め方は年々更新さ

れ、年々というか、更新されるのはどうも３

年に１回のようですね。それが全く現状も変

わらずに今日まで来ているように聞いておる

んですけども、その辺の借地単価の決め方は

どういう評価のもとでこういうことをされて

いるのかなということもちょっと聞きたいん

ですけれども。ちなみに参考までに上太田の

瓦れき処分場の搬入量は10年前は平成12年度

におきましては1,339.45トンの搬入量でし

た。平成21年度は搬入量はトータル541.62。

かなりの数量が今現在搬入のトン数としては

半分以下もいいとこなんですね。というとこ

ろで、本当に今現在のこの借地の面積とあわ

せて借地単価の、そういった中身をちょっと

説明いただきたいんですけども、お願いしま

す。 
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○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 昨今の情勢の

変化といいますか、投棄量の減に伴って借地

面積のお尋ねかと思います。 

 この瓦れきの関係につきましては、今中井

議員さんご指摘のとおりの数値的な経緯でも

って、特にここ18年、19年あたりからは下降

をたどっておるという状況でございまして、

これは分析しておりますのは、やはり下水道

事業が一応一段落したというのが大きな要素

かと思います。ただ、日常、今通常であれば

そういったご指摘もわかるわけですが、やは

りああいった区画を町として確保しておかね

ばならないもう一つの理由といたしまして

は、やはり非常災害に備えた部分もございま

す。もうかなりの大規模な災害になります

と、あの7,000平米では間に合いませんが、

やはりそこそこといいますか、通常想定をさ

れる中でそういった災害の関係の用地確保と

いう意味合いもございますので、直ちに今の

日常の状況からだけで判断がつきにくいとい

う面がございます。 

 それからもう一点、単価のお尋ねでござい

ますが、これも390円、これ平成８年度から

同額で更新をしてきております。どういう決

め方かということでございますが、これもや

はり社会情勢を踏まえつつ前期というんです

かね、その前期の額をもとにお話し合いをさ

せていただきよるということでございまし

て、あの地域においての大きな固定資産評価

等々の変動というのがなかなか見当たらない

というところで390円で現在に至っておると

いう状況かと思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 中井政喜議員。 

○中井政喜議員 しつこくは聞きませんけれ

ども、通常今現状の搬入量からいうと、この

借地の支払うお金そのものが本当に妥当性が

あるんかなということに私自身も地元の方が

数人から呼びつけられましてどうなんだとい

うことで、その回答もせなならん立場におり

ますので、一般住民の方から見られてそうい

う判断がされてるわけですから、私は部長の

言われることについて、大規模災害のときに

は多分今の公園の多目的広場とか、あるいは

また今の旧太子町の焼却場のあたりの空き地

あたりでもそういった場合には対応してもい

けるんじゃないかなと、私自身はそういうふ

うに感じとんですけれども、その辺今すぐ結

論はいただかなくても結構ですから、一度ま

た検討されてもいんではないかなと、このよ

うに思うんですけども、一応要望でとどめて

おきますけれども、以上私自身の見解はそう

いう状態でございますので、また住民の方に

はその旨説明はしますけれども、決算委員会

の中でもまたもう少し突っ込んだ話は聞かせ

ていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 126ページに農区長さんの

報償費が上がっとんですけども、せんだって

私とこの農区長さんがお亡くなりになられ

て、次の後任を早く探すようにということも

上部のほうから言われておりまして、この

51人で228万5,800円、これは均等にこの金額

割る51人なのか、それとも当然田んぼの枚数

が多い場所、少ない場所もありますんで、こ

の分け方についてお伺いします。 

 それと、それから下のほうへ行きまして、

負担金の中で揖龍地区農業共済事務組合負担

金、今年から兵庫県のほうもこの農業共済に

対抗しましてフェニックス共済でいろいろと

サービスを取り入れて、負けじということで

兵庫県のほうも頑張っとんですけども、以後

この金額でいけるのかどうかということも含

めまして、過去３年間この739万1,000円、こ

の金額の推移を同額で３年間きとるんか、推

移をお聞きします。 

 それと、先ほどごみ収集の関係の話が出て

ましたけども、現在斑鳩地区で試行的に資源

ごみ回収しない、出さないという運動を協力

しとんですけども、当初すべての地区、太子
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町全体で行っとんかと思ってましたら斑鳩地

区だけだったもんで、これはもう来年度の予

算にどのように反映されていくんか、600万

円ぐらいというような数字が削減されるとい

うふうにたしか聞いたんですけども、今後斑

鳩だけ今年、来年の３月まで試行的にやっ

て、４月１日からどのように反映されるん

か、その辺の計画についてもお尋ねをしま

す。 

 以上、３点。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 農区長様の報

償費でございますが、51自治会ということで

均等割が4,000円、それと農家戸数割が１戸

当たり1,400円の1,847戸ということで、均等

割と戸数割でお支払いをいたしております。 

 それから、農業共済の負担金でございます

が、これにつきましてですが、これも負担割

合といいますのは均等割が約10％、それから

事業規模点数割というのは90％を占めた形で

構成をされております。それで、均等割につ

きましては209万4,000円、それから事業規模

点数割が529万7,000円ということでございま

す。太子町が739万1,000円、たつの市が

3,037万5,000円ということで、これまでの経

過といたしましては20年度につきましてはほ

ぼ同額でございます。19年度は817万9,000円

ということで推移をいたしております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） ３点目のごみ

の問題でございます。 

 今斑鳩地区ではもう地域全体として取り組

んでいただいておるんですが、ほかの地域に

おきましてもご説明をさせていただきまし

て、斑鳩地区が先行しておりますがというこ

とで、こちら側の希望的な言い方で条件が整

えば平成23年度全町という目標がございます

というような言い方をいたしております。た

だ、やはりこれも問題がないわけではござい

ませんので、そのあたりやはり試行という期

間でもってあぶり出していただくのと、また

同時に解決の方策を探るという日程を考えて

おるところでございます。条件が整いました

ら23年度一斉にしたいということなんです

が、今言いましたように課題もございますの

で、そのあたり果たしてそれに間に合うかど

うかというのがございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 揖龍の関係のことでは、今

部長が説明したのは、これまでに特別委員会

などでも言ってるようなことでありますけど

も、問題は管理者会、先ほどもありました

が、管理者会でどれだけ、いわゆる太子とた

つのしかないわけですから、ここでどういう

ふうに意見反映するかによってすべてのこと

は違ってくると、こういうふうに思います。

そいで、このように太子の中で高いと言われ

て、また特別委員会も議会のほうではつくっ

て対応する、そういう中で当局側がこれに的

確に答えるような形にならないと私はいけな

い思うんですね。だから、そういう点で団体

間できちっとどんな話をしよるのかというこ

とが見えてこない。その点再度説明を、やは

り住民から出ている意見については真摯に対

応すると、そういう点で大事なことでありま

すので、説明を求めます。 

 それから、公園のほうは今面積等説明があ

りましたけども、進捗というのは用地も含め

てどれだけがどうなっているのは、やっぱり

今後どういうふうにしていくかというのは、

見直したけれどもどうするかというのは、お

金の問題では先ほども説明がありまして、

66億円とあと13億円程度と、それは額で言う

てもようわからんわけですよね。どういうふ

うに進捗させようとするかということ、それ

からすべて用地から事業、そういうものがど

ういう展開をするかということについては、

再度させようとするかということですね。説

明を求めたいと思います。 

 それから、私は子供の遊び場を含めて公園
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機能というのは自治会がどう管理しようと、

どこでしようと、公園機能を保っていくよう

な、公園としての役割を果たすところについ

ては行政と一体になってやっぱり公園確保と

いう面から対応していくべきやと思うんです

けども、お任せでなしに、また固定資産税の

免除程度ではなしにっていうことで今お尋ね

したんですね。そういう点では町も考えを持

って臨んで、より多くの公園を確保できるよ

うにすると、こういうふうにしないといけな

いと思うんですけども、説明だけでは、箇所

とか、よく内容的には今の説明ではわかりか

ねますので、再度対応について説明を求めま

す。 

 それから、先ほどの意見の中で私はちょっ

と事務改善として補助金交付等のっていうこ

とまで読んだつもりやけど、それは答えなし

やね。余り全部言わんでもええだろうと、も

うここに書いてあることに対してどうなんか

ということで聞きました。これは議会が何回

も言ったりいろいろしていることに対する問

題でもありますので、再度説明を求めておき

たいと思います。 

 それから、今自治体によっては中小企業を

支援すると。ここでは本当に商工会とと言う

けれども、内容的には実質的なこの支援策は

ないに等しいということがあります。それ

で、自治体によっては中小企業振興条例と

か、あるいは産業振興条例とかというのをつ

くって自治体に責任を負わせるような方向、

また自治体も一緒にやるべき方向を見出そう

と、こういうなところが生まれつつあるわけ

ですね。そんなにむちゃくちゃ多いわけでな

いですけども、全国各地でそういう基本条例

的なものがつくられて、全体として地域を活

性化させよう、中小、商工業を振興させよう

と、こういう条例での裏づけをもって臨もう

としている自治体もあるわけですから、本町

でも商工会、商工会言うてるんじゃなしに、

太子町の基本的なまちづくりとして中小企業

等の振興が必要だろうと思うんです。そうい

うことで、再度その説明を求めます。 

 それから、介護保険の関係とは、今ますま

す使いにくくなろうとしている介護保険との

関係がありますので、一般施策で補わないと

どうにもならない、介護保険制度では漏れて

しまうようなことも含めて一般施策がどれだ

け機能するかということにせざるを得ない

と、あわせて介護保険制度そのものがよりお

金の心配、あるいはいつでもだれでも気軽に

使える制度となっていかないと意味はないわ

けです。そういう点で、それが介護保険の中

で満たされない場合は、少なくともウオーキ

ングとか、保険事業だけではなしに全体とし

ての介護を支援しないといけないだろうと、

こういうふうに私は思うんです。そうでなか

ったら、漏れてしまうところが出てくる。そ

ういう点で再度その説明を求めます。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） まず、揖龍保

健衛生施設事務組合の関係でございます。こ

れも答弁繰り返しになるかと思いますが、や

はりこの経費の節減という観点におきまして

は、もうすべて共通でございますので、それ

ぞれの事項においていかに節減を図っていく

かということでの協議がなされておるという

ことでございます。ただ、収集に関しまして

は、もうその経費の大部分といいますのがや

はり人件費と車両関係経費でございますの

で、やはり太子町から出ますごみを想定をし

て、それでそれをもとに人件費、車両関係が

出てまいりますので、なかなか経費が目に見

えてどんどんというような部門ではないとい

うふうに思っております。 

 それから、介護保険との絡みでございます

が、一般施策でということでございます。今

介護保険で漏れる部分という桜井議員さんの

ご指摘でございますが、確かに介護保険です

べてカバーできるもんでもございません。現

介護保険制度におきましても日々課題という

のが出ておりまして、最近の新聞にも報道さ

れとりましたように、末期がんの方のやっぱ

り認定期間が非常に問題になっております

し、また一方で、被保険者に限らず、その被
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保険者を介助するご家族の方への介護保険制

度への関与といったことが今問題視されてお

ります。それを一般施策で補えるかどうかと

いうのはなかなか難しゅうございますが、や

はり今ご指摘のように、介護保険でどうも賄

い切れないといったようなところにつきまし

ては、極力カバーをしたいということなんで

すが、課題と上がっておりますのは、非常に

もう難しい問題であるというのは存じてござ

いますので、ご理解をいただきたいというふ

うに思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 総合公園の今

後ということでございますが、先ほどご答弁

申し上げましたが、事業費として約13億円程

度残っているということでございます。その

用地につきましては、ほぼおおむねといいま

すか、終了に向かっております。あとは、山

が一部残っている程度ということでございま

して、施設でございますが、当初野球場、専

用球場というようなこと、あるいはプール

等々も計画としてございましたが、やはり専

用で使うのではなく兼用として使えるような

施設をつくろうと、そういったことで多目的

の芝生ゾーンを計画をいたしております。こ

れについては、野球であったり、サッカー、

あるいはグラウンドゴルフ等ができる施設と

いうことでございます。それから、それに付

随します芝生の観覧席もあわせて整備をした

いと。防災に関しての防災倉庫、あるいは遊

具広場、それから柳池、今池がございます

が、その部分等々が現在今後の計画として持

っております。時期につきましては、先ほど

申し上げましたように、財政状況非常に厳し

い状況ではございますので、そのあたりを十

分見きわめながら進めていくということにな

ろうかと思います。 

 それから、公園の確保ということでござい

ますが、町で確保いたしております都市公

園、今８公園と申し上げましたが、現在そち

らのほうの公園を確保いたしておりまして、

現在では総合公園が進捗中でございますの

で、そちらのほうに集中していこうというこ

とで、新たに他所で公園をということについ

ては現在のところ持ってないところでござい

ます。自治会任せではなくということでござ

いますが、今補助しておりますのはあくまで

自治会単位で、それこそ近くの方が自治会の

中で遊べる広場の整備をされる部分について

補助いたしておりまして、その部分にまで町

が整備をしていくということについては現在

のところは考えていないということでござい

ます。 

 それと、中小企業の支援に関して条例をつ

くってというようなお話でございますが、先

ほど申し上げましたが、利子補給につきまし

ては交付要綱等もつくりまして運用をしてい

るところでおりまして、現在のところはこの

制度以外で特に考えていこうということは考

えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 補助金の交付につ

きまして、毎年多額の補助金を交付する団体

については、引き続き検証が必要であるとい

う監査意見をいただいておるわけですけど

も、町におきましては行政改革大綱、今現在

第４次でありますが、これの取り組みを継続

して進めております。特にこの中で第３次行

政改革大綱から補助金の交付の見直しについ

て検討を進めております。今後におきまして

も、その都度都度に見直しを行いまして、予

算の査定等において反映をしていきたいとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています認定第１号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元
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に配りました議案付託表のとおり７人の委員

で構成する平成21年度一般会計決算委員会を

設置し、これに付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、認定第１号は７人の委員で構成

する平成21年度一般会計決算委員会を設置

し、これに付託することに決定しました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました平成21年度一般会

計決算委員会の委員の選任については、委員

会条例第７条第１項の規定により、井川芳昭

議員、中島貞次議員、橋本恭子議員、花畑奈

知子議員、北川嘉明議員、桜井公晴議員、中

井政喜議員、以上７人を指名したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、ただいま指名いたしました７人

の議員を平成21年度一般会計決算委員会の委

員に選任することに決定いたしました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（休憩 午前11時05分） 

（再開 午前11時05分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 この際、ご報告申し上げます。 

 休憩中に平成21年度一般会計決算委員会が

開催され、委員会条例第８条第２項の規定に

基づき委員の互選により委員長に北川嘉明議

員、副委員長に花畑奈知子議員が選出されま

したので、ご報告申し上げます。 

 以上で報告を終わります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 認定第２号 平成２１年度兵 

       庫県太子町国民健康保険特別 

       会計歳入歳出決算の認定につ 

       いて 

○議長（佐野芳彦） 日程第２、認定第２号

平成21年度兵庫県太子町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定についてを議題としま

す。 

 本案については、８月27日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 この間の質疑でも妙な話が

出てきたんで、それは違うぞというて言いま

したけども、国民健康保険については少なく

とも法律で示しております立場で、また姿勢

で運営をしなければならないと思うんです

ね。その点はこの法律の目的と、それからそ

れに基づく国及び都道府県、市町村の責務、

そういうものが明記をされているわけですけ

ども、いわゆる１条から５条にかけての運営

主体たる町の姿勢について、この決算に係る

運営上からも一般会計から繰り出しておりま

したものを、黒字やから一般会計に戻入をす

る、当たり前のことのように言っておるよう

なことについては私は承知はできません。そ

ういう面から、少なくとも法の認識っていう

ものが大事であるし、他の自治体等が行って

るように、一般会計から国保に支援するこ

と、これは当たり前の施策としてどこでも行

われていることであり、本町だけがその他一

般会計からの支援はせんでええと、そういう

ものでは決してないので、その辺のことを含

めてこの国保決算に係る姿勢を問うておきた

いと思います。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 国保財政のあ

り方については、これまでも基本的にはこう

ですというご答弁を申し上げてきておりま

す。やはり保険料と公費でもって構成をされ

ておりまして、確かに現状はといいますと、

やはり景気の動向も関係がございまして、非

常に保険料負担というところにそれぞれ問題

がないというわけには私も思っておりませ

ん。この21年度決算もそうなんですが、やは

りどうしても医療費総額というのが中心にな

ってまいります。歳出の医療費が幾ら必要な
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のかということでございまして、それから保

険料を戻していくということなんですが、そ

こでこれだけ医療費が要るから、あと公費約

半分を差っ引いて単に被保険者の方に割った

らいいかというと、なかなかそうもいかな

い。やはり日本のそれぞれの自治体でどの程

度の１人当たりのご負担といいますか、そう

いったことも無視できませんし、その辺で大

きな乖離ができるようなことであれば、やは

り一般会計というような道もありますので、

ほかの保険者においてもそういうことで一般

会計からの任意繰り入れをされておるという

ふうに理解をいたしております。この21年度

につきましては、本当に歳入のほうで予期せ

ない歳入がございましたのと、歳出のほうで

新型インフルエンザを踏まえての医療費の見

込みが出のほうの額が大きく膨らみましたも

のですから、それが現実、ご承知のとおり、

新型インフルエンザによる影響がさほどでも

なかったということで医療費がいいほうに要

らなくなったということで、そのプラス・マ

イナス合わせての額が２億円を超えるという

ような状況でございましたものですから、そ

れで今回の決算が出ておるわけでございま

す。町の考え方といたしましては、基本線は

そういうことですが、やはり医療費の見込み

をもとに計算をしておるということでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 それはもう国民健康保険で

すから、先ほど私は何でこの法律の目的、ま

たそれは事業としては疾病、負傷、出産等に

係るものについて保険給付を行うということ

ですから、それは当然のことなんであります

が、これらについて少なくとも町民の中でも

皆保険の中ですべての人たちが所得が多かろ

うが少なかろうが、職があろうがなかろう

が、全員が加入していく社会保険制度とし

て、保障制度としてこの制度がつくられてお

るわけですね。そういう中で、だれもがやっ

ぱり安心して医療にかかれるように国保は運

営されないといけないんですけれども、その

負担が大きければ、当然のことながら滞納も

出てくる。現に10％を超える人たちが納めよ

うにも納め切れないと、こういう状況が生ま

れていると。これはもう高い国保税が原因を

していることは間違いないことであり、また

一方では就職とか、いろんなこの今の世相の

中で貧困化が進んでいくこと、それが原因に

なっていることは間違いないことだと思いま

すけれども、これらの税を引き上げて、そし

て一部やっぱり捻出をされてるわけですか

ら、高い国民健康保険税を引き下げるという

ことにこそ使うか、もしくは後に備えた積み

立てに基本的には残す、そういうことでその

他一般会計からの制度的なものでない、その

他一般会計からの支援と。支援は支援として

出した以上はやっぱり支援として、支援経費

として国保で使用できるようにしとくと。貸

してやっとんやから戻せというような姿勢が

あっては、決してもう許されんことだと思い

ますので、再度この法律の目的と、それから

事業、それから保険者としての責任、国もそ

うですけど、医療費をかつては84年当時は半

分を国が持ってきたものが、それは減らされ

てきているわけですから、そのことが全体に

影響を与えてきているということは事実であ

りますので、国に対してももちろんその措置

を大きくすることを求めることと、自治体と

しても今日の状況の中では支援に力を入れ

る。当たり前のことだと思うんです。そうい

う点で再度姿勢を伺いたいと思います。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 先ほど戻さな

ければならないというご指摘がございました

んですが、これも先にご答弁申し上げまし

た。前期高齢者交付金、それから後期高齢者

支援金の関係のことでございます。これも答

弁重なるようでございますけれども、やはり

初年度概算で出しましたものですから、当然

国のほうとの乖離がございました。ただ、乖

離幅が大きかったわけですが、２年後、ちょ
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うどこの22年にその精算がされます。20年当

時はそういったことで財源的に大きく不足を

いたしましたものですから、一般会計に手を

差し伸べていただいたということでございま

すけれども、結果的にはこの２年後において

精算をされておりますので、それについて、

制度的なものですから、２年間という時間的

な中での精算がされたということで、やはり

前もって概算の段階で急遽繰り入れたものに

つきましては精算でもって戻していくという

とこが適正ではないかというように思いま

す。 

 後の任意繰り入れについて、やはり万やむ

を得ない状況においては考えるという言い方

をこれまでもいたしております。といいます

のも、町民の方がすべて国民健康保険加入者

であれば問題は少ないと思いますが、やはり

国保以外の健康保険加入者がたくさんいらっ

しゃる中でのどの程度の一般会計からの税金

投入がご理解をいただけるかといったところ

を勘案しながら考えなければならないという

ふうに思っておりますので、その辺は状況を

見つつ判断をさせていただくということにな

ろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 私が言よんのは、その他一

般会計からの繰り入れというのは、税を引き

上げるときにいろいろ計算したり、今後期高

齢者制度の発足との絡みで見込んできたこと

との精算とかというレベルのこと言ってるわ

けじゃないんですよ。税金を引き上げてかな

り絶えがたいほどになっている状況がある

と、それが１割以上の人たちが税金を納めに

くい形になっておるという、それで太子町は

安いんかと言えば安くありませんし、この国

保税は、高いわけです。そういう面からいき

ましても、納められないのが当然のようにし

て計算をする仕組み、さらには一般会計から

のその他繰り出しというものを見ないで医療

費に係るものについて税と国等の負担で行う

というようなことではないでしょうと言うて

るわけですわ。４分の１、３分の１の人たち

が関係するわけですから、太子町の場合は。

やはりそれにふさわしい一般会計の繰り入れ

というのは、その他ですよ、制度的なものを

除いて一般会計の繰り入れがあって支援され

て当たり前だろうと、その姿勢を問うとるわ

けです。その点がやっぱり法律と保険者との

関係においてちゃんと姿勢が保たれていくこ

と、苦しんでいる者にさらに苦しめというよ

うな負担を押しつけるんではなしに軽減を図

っていく、それが大事やということを言よん

ですよ。その姿勢に立つかどうかが今回のよ

うな、出したものは戻入すると、ほいでゼロ

でもえんやと、こういう姿勢にはそうだった

らならないだろうと。そしたら、あげた分は

お返ししたほうがよっぽど、またお返しすべ

きやと、このように考えるということを言よ

んですよ。いかがですか。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） お返しする分

という表現されたんですが、当然基金のほう

に積みます。余剰が出れば、その年度の医療

費の増嵩に備え、またそれがなければ次年度

以降の医療費に充てるということですから、

裏返せば保険料の軽減になるということで、

基金を積むということは同時に被保険者の

方々に返るということでございますので、こ

のたびの21年度の決算見ましても、そういっ

たことで１億円ほど用意をするということで

ございますので、よろしくお願いします。 

○議長（佐野芳彦） ほかに。 

 長谷川原司議員。 

○長谷川原司議員 この国保税についても、

その滞納額が増加しておるんですけれども、

この徴収については努力されておられると思

うんですが、この滞納額が減少しない理由と

いうのはどのように判断されておるでしょう

か。 

 それと、平成21年３月27日告示第15号、こ

れ前年度給与所得を有した者が失業し、当該
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失業した日から３カ月以上引き続き職のない

者に対して太子町が減免をした、これはいい

ことだと思うんですけれども、この21年度に

認定した人数ですかね、それと減額した保険

税は幾らになるでしょうか。 

 それと、一般会計の繰入金についてお尋ね

しますけれども、やはり私もこういう大きい

金額が出れば、国保の基金にある程度積み増

すべきやと思うんですけれども、といいます

のが、常に国保会計が赤字になり、一般会計

から繰り入れを行うときには必ず保険料率の

改定というのがやはり問題になってくると思

うんです。ほいで、今現実には優良に納めて

おられる方が建設国保に異動したりとか、や

はり太子町の国民健康保険は高い、それじゃ

そちらと検討してみたら、だれでも安い保険

のほうに移ると思うんですけれども、現実に

そういうことを見聞きしましたんで、今回で

もある程度国保に基金を積み増して厚みを増

すほうがいんじゃないかと思うんですけれど

も、それについて、繰入金についてどのよう

に考えられて一般会計に入れられたんでしょ

うか。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） まず、国民健康保

険税の収入状況でありますが、本年度も前年

度比1.6ポイントということで下向しており

ます。21年度の状況を見ますると、件数が

644件で7,739万6,653円という結果になって

おります。その状況に対する対応ということ

でありますが、国民健康保険税の滞納者につ

きましては他の町税とも重なって滞納されて

いる方が圧倒的に多くございます。近々の景

気動向、また就職難の状況が続く中で低所得

の方が増加し、いずれかの税が滞ると他の税

目も同時に滞納となってしまう傾向にありま

す。この対応につきましては、分納誓約的な

対応を進めておるわけですけども、分納誓約

のその金額が納税能力を上回って継続して納

付を履行する可能性が低くなりますので、現

在は町税と国民健康保険税それぞれの滞納額

にかかわらず納税能力に合わせて収納をして

おります。今後におきましても、分納誓約者

には納税状況の管理を強化すること、また新

たな納税相談を行うときに分納金額の精査を

十分に行うことで収納率を高めていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 減免処分につ

きましては、私のほうにはちょっと手元に資

料がございませんので、委員会のほうででき

たらご答弁申し上げたいというふうに思いま

す。 

 任意繰り入れと基金の関係でございます

が、任意繰り入れにつきましては、今先ほど

桜井議員さんにお答えをいたしましたとおり

で、やはり制度的な交付金、それから支援金

については２年間という精算期間がございま

すので、それで初年度に手当てしていただい

たのはその精算金でもって精算するという以

外は、やはり今回も決算書を見ていただいた

らわかりますように、基金のほうに積んでお

ります。当然基金の保有をしておかないと、

当然いざというときにも困りますし、また最

悪の場合、そういった保険料の賦課について

も影響がございますので、そういった制度的

なもの以外につきましては、こういうふうに

繰り越しが出れば積むということでございま

す。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています認定第２号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、認定第２号は福祉文教常任委員
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会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３ 認定第３号 平成２１年度兵 

       庫県太子町介護保険特別会計 

       歳入歳出決算の認定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第３、認定第３号

平成21年度兵庫県太子町介護保険特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題とします。 

 本案については、８月27日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 この介護保険は、導入され

て10年ということになるわけですけれども、

これでこの制度ができて本当に老後の不安が

なくなるということでないといけないんです

が、この介護問題というのは一向にやっぱ

り、先ほどちょっと答弁でもありましたし、

私も言っておりますように、地域での支援の

問題、それから施設入所を含めて現に待機者

が全国的に言えば42万人と、施設の場合は。

認定審査についてもやはりサービスを希望さ

れる人たちが受けられるような状況はクリア

されてないと、こういうことの批判が多いわ

けですね。保険料または利用料がやっぱり障

害になって利用できない、こういうことも大

きなことだし、また介護事業所や、あるいは

介護労働者、そういう者の経営とか処遇、そ

ういうものが劣悪だということで長続きしな

いような労働環境にあると、こういうような

ことも手伝って、介護の崩壊は深刻さを増し

ているという識者もいるぐらいです。現に、

この近くでもやっぱりお金の関係でなかなか

利用ができないっていう人たちが利用できる

介護でなければ私はならないと思いますの

で、今度厚労省が来年度中に国会で成立させ

ようというようなことでやろうとしてますけ

れども、これ、後期高齢者医療との絡みでも

大きな問題なんですが、やはりこれに向かっ

て地方から現状を打開していくような意見を

出すということが大事だと、認定審査を含め

てですよ、施設の現状等を含めて地方が意見

を出さないといけないと。本決算の中でもす

べての人たちがそれで安心できる状況ができ

たかというたらそうじゃないと私は思いま

す。 

 先に、県会と地方議会協議会が行われたわ

けですけども、そういう席でもやはり介護の

課題、先ほど言いましたようなことが地方か

ら、市町のほうから県議会との協議会で意見

が出ているっていうのが現状じゃないです

か。だから、これを当局のほうも当然共通認

識をした上で介護保険についても見直しが行

われるに当たっては安心して介護が受けられ

る、いつでもだれでもお金の心配なしに介護

が受けられる条件をつくるということが基本

だと思うんですね。そういうことで、市町長

会ももちろんそうなんですが、関係の部署か

らもそれぞれ意見を上げないかん。意見を言

っていかないと、私は変わらんと思います。

そういう点で再度この姿勢について伺ってお

きたいと思います。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 介護保険にお

けますところの姿勢のお尋ねでございます。 

 これも制度でございまして、平成12年から

10年ということでございます。それぞれその

間に改正もございました。現在も完全な形と

言えないまでも、やはり手直し的な部分がさ

れております。そういう中で私どももやはり

改正に当たりましては国のほうから意見聴取

的な調査もんが入れば、当然保険者としての

意見を申し上げますし、事業所は事業所で意

見の聴取がございますので、その辺は意見を

出されておるというふうに思っておりますの

で、そういった課題的な部分というのも国の

ほうへは伝わっておるというふうに認識はい

たしております。 

 それで、だれもが利用できるようにという

ことなんですが、確かに一部負担がございま

す。これはもう制度上やむを得ないんです

が、そういった利用料の問題等も含めまし
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て、やはり考えておられる方、悩んでおられ

る方につきましては広くご相談に応じており

ます。そういうことで、なかなか言いにくい

という方もございますので、こちらのほうか

ら各戸訪問ということで訪問させていただい

て、そういった機会でもってやはり実態とい

いますか、住民の皆さんが困られておられる

点については状況を把握したいというふうに

考えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています認定第３号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、認定第３号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第４ 認定第４号 平成２１年度兵 

       庫県太子町老人保健特別会計 

       歳入歳出決算の認定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第４、認定第４号

平成21年度兵庫県太子町老人保健特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題とします。 

 本案については、８月27日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています認定第４号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、認定第４号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第５ 認定第５号 平成２１年度兵 

       庫県太子町後期高齢者医療特 

       別会計歳入歳出決算の認定に 

       ついて 

○議長（佐野芳彦） 日程第５、認定第５号

平成21年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算の認定についてを議題とし

ます。 

 本案については、８月27日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 後期高齢者医療制度につい

ては、これも全体的には後期高齢者というこ

とで75歳以上を区別する、差別をするという

ことで大問題になり、現政権も廃止をという

ことで言ってきたわけですが、そこで検討さ

れていることはご案内のとおり、年齢を65歳

まで引き下げて実際の中身としては現役世代

と別勘定でやると、こういうようなことで何

ら中身は変わらない、もう複雑になる、さら

に75歳以上であったものが65歳になることに

よって医療が必要な段階から使えば使うほど

一部負担で負担が高くなる。この仕組みの中

に65歳から組み込んでいくというようなこと

にもなるわけであります。そういうようなこ

とにならないように、これも当然意見を言わ

ないといけないということをこれまで言って

まいりましたけども、あらゆる機会にってい

うことを含めて太子町の中でもこれによって

喜んでる人はほとんど私はないと思うんです

よ。そういう点からきちっと町が意見を言わ
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ないと、何ら大きな政治の舞台で政治を変え

ることはなかなか難しいと思いますので、連

合の中でももちろんそうですし、本町からも

意見を述べる。大事なことだと思うんですけ

れども、その点について、この制度が発足し

てわずかなんですけども、不評で大問題にな

っているわけですから、またこれの制度を変

えたからといって直るわけでもありません。

そういうものがより一層定着をし、また受け

皿によっては住民の声がより一層届かなくな

ると、こういうようなことになってまいりま

す。そのようなことにならないように取り組

むことが求められているわけですけども、そ

ういう姿勢にこそ地方自治体は前面に立って

いかないと、住民の暮らしや福祉や医療は守

れへんと、こう思うんですけど、いかがです

か。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 先の総括質疑

等でも桜井議員さんのほうからご指摘があっ

た部分かと思います。町として意見を述べる

ということでございますが、これも以前お答

えをいたしましたように、やはり制度の改正

に当たりましてはそういった協議をする場と

いうのが国のほうにも設けられておりまし

て、私たちを代表する立場で委員として入っ

ていただいております。したがいまして形の

上では意見が反映をされておるということで

ございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています認定第５号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、認定第５号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第６ 認定第６号 平成２１年度兵 

       庫県太子町墓園事業特別会計 

       歳入歳出決算の認定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第６、認定第６号

平成21年度兵庫県太子町墓園事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題とします。 

 本案については、８月27日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています認定第６号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、認定第６号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第７ 認定第７号 平成２１年度兵 

       庫県太子町下水道事業特別会 

       計歳入歳出決算の認定につい 

       て 

○議長（佐野芳彦） 日程第７、認定第７号

平成21年度兵庫県太子町下水道事業特別会計

歳入歳出決算の認定についてを議題としま

す。 

 本案については、８月27日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 桜井公晴議員。 



－170－ 

○桜井公晴議員 提案理由でも認定の説明で

も出てきたんですが、分担金の収入未済、そ

れから使用料、いわゆる負担金ですね、負担

金の収入未済のことを今言ったわけですけど

も、使用量においても全体的には一定の水量

が出てまいりまして、収入済額が４億

6,800万円という形になっておりますが、収

入未済もあわせて起こっておると。これらに

ついて実際にどう対応するかということなん

ですが、個々の場合もそうですけども、使用

料金もやっぱり負担はかぶる。一方で、生活

の改善、あるいは便器等の改良によって上水

もそうですけれども、下水も節減をすると、

こういうような形になっていく中で下水道事

業を運営しないといけないということになる

わけですけど、ただ気になるのは負担金、使

用料の未済であります。これらに対してどう

なのかというのは問われて当たり前のことな

んですけども、その説明と、それから、いわ

ゆる接続率を高めるという点では、再三私も

ここで言うんですが、私自身も担当課長から

もどないなんですか言われておる立場です。

しかし、住宅をいらおうと思ったらあれもこ

れもになって、とてもじゃないが手につかん

という実態もあります。だから、そういうこ

との中で思案をされ、また検討もされながら

前へ進んでないところもあると思うんですけ

れども、接続を高めていくという点では皆さ

んの考えもそれぞれあると思うんですけれど

も、今後の接続を高める上で融資が必要な人

に対しては今の制度をさらに住宅改修に係る

ものとして融資も行うと、拡大するとかとい

うような形で解決を必要とする部分もあると

思うんですけど、それらに対する対応につい

て説明を求めます。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 下水道に係り

ます分担金あるいは使用料の対応、未納分に

係る対応ということでございます。 

 現在、分担金につきましても未納の分がご

ざいます。これについては徴収に向けて努力

をしていきたいというように思います。 

 さらに、使用料につきましては、これは水

道と同時という請求の形にもなります。滞納

といいますか、未納者につきましては納付誓

約等をさせておりまして、それの履行できな

い場合につきましては前もって給水停止の手

続をとるということで、現在はそういう形で

対応をいたしております。そういうことを最

後までいきますと、やはり部分ではございま

すが、納めますというようなこともございま

すので、そういったことについては今後とも

そういった方法で取り組んでまいりたいとい

うように思います。 

 もう一件、接続率の向上についてでござい

ますけども、21年度末で87％の接続率でござ

います。緊急雇用を利用いたしまして未接続

者のご家庭訪問、あるいはまた相談等につい

て個々に調査をさせていただきまして、今ご

指摘のように、いろんな理由といいますか、

状況でどうしてもつなげないというようなご

家庭も実際にはあるようでございますが、今

後はそういったご家庭に対しては指導といい

ますか、接続の推進についてまた啓発をして

いきたいと思っております。 

 融資等については、現在のところは今の状

況以上のものということについては考えてい

ないところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 利用しにくいからかどうか

わからんけども、これでは申し込みが余りな

いわけでしょう。何でないんかということも

ありますわね。焼け石に水程度のものでも大

規模工事をやろう思うたら、焼け石に水かも

しれんですわね。ただ、下水につなごうと思

うたら60万円程度あれば、単純に言えばつな

げると。しかし、全体的に改修をやろうと思

ったら、そんな金ではできない。それぞれや

ろうと思うたら、建てかえかもしくは大改修

をしないとなかなかできないから進めたくて

も進められないという現状もある。もしそう

いう融資が、施策が拡充でもされたら、また

違うと思うんですけどね。さかいに、今のま
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まではとてもじゃないがその程度のものを借

りたったん、借りられんっていうような問題

で余計に使いにくいということもあるわけで

すよ。だから、そういう取り組みも考えない

といけないんではないかと思うんです。ほい

で、現に負担金、私は過年度にやはりこうい

うものがなってくるというのはちょっと深刻

ですしね、これも。それから、使用料もそう

です。過年度分として今年度も519万円ある

わけですから、やはり過年度分というのは大

きな問題として、ただそれを水をとめればい

いということを言ってるわけじゃないです

が、生活上に不可欠なものですからね、そん

なには簡単にそういう手だてを講じるという

ことではないですけれども、いかに徴収をす

るかということと、それから全体の会計から

いえば、節水を施行しながら、一方において

は使用料として見込んだものが歳入できない

というようなことにもなるわけで、それらの

対策も必要かと思うんですけど、融資を含め

て再度伺います。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 融資につきま

しては、先ほどご答弁申し上げたとおりなん

ですが、再度実態といいますか、そういうな

ものを研究してみたいというふうに思いま

す。 

 訪問した段階でそれぞれの理由ごとにまと

めておりますので、資金面ということもござ

いますので、そういったものがどれほど占め

るのかというようなことも再度検証をしてみ

たいというように思います。 

 それから、節水については、今の状況、非

常に皆さん節水に心がけていただいておりま

して、水道についても節水されますので、そ

の分下水の使用料が節水分減るということに

はなるんですが、水需要ということを考えた

ときに、節水については今後ともＰＲといい

ますか、そういったことで進めていきたいと

いうように思っております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています認定第７号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり経済建設常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、認定第７号は経済建設常任委員

会に付託することに決定しました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

 再開は午後１時とします。 

（休憩 午前11時52分） 

（再開 午後０時59分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第８ 認定第８号 平成２１年度兵 

       庫県太子町前処理場事業特別 

       会計歳入歳出決算の認定につ 

       いて 

○議長（佐野芳彦） 日程第８、認定第８号

平成21年度兵庫県太子町前処理場事業特別会

計歳入歳出決算の認定についてを議題としま

す。 

 本案については、８月27日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 本会計も経費は減ったもの

の、規模的には１億円を超える規模でもあり

ますし、使用の実態と今後の皮革産業を含め

た見通しですね、そういうものについてどう

見ているかということ、それから今後の経費

節減に向けた取り組み、さらにはこれまで前

部長もいろいろ言ってきたんですけども、抜
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本的なあり方対策を講じないといけないとい

うことについて、どういう取り組みを本決算

年度でやってきたかと、さらに今後どうする

かという点で説明を求めます。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 前処理場につ

きましては、現在３社となっておりまして、

非常に有収水量につきましても日190立米と

非常に減少をたどってきております。そうい

った中で、料金につきましては県下同一料金

というような、前処理場が稼働して以来そう

いうような料金体系といいまして、県下で統

一の料金を定めるということで、結果的には

非常に実際の市町、特に太子町におきまして

は実際の費用に比べて料金が非常に少ないと

いうような状況もございますが、設立の経過

等を考えますときにやむを得ないんではない

かなあというように思っております。 

 経費節減に係る取り組みということでござ

いますが、従来からも取り組みにつきまして

は人件費の削減であるとか、そういう機械器

具の更新をできるだけ補修で進めるというよ

うなことなどの取り組み、あるいはまた有収

水量の確保といいますか、そういったことに

ついて取り組みをしてまいりました。さらに

は、今年度では補正でお願いしております経

費節減対策のための工事として取り組みを進

めていきたいというように考えております。

今後につきましても、有収水量につきまして

はこれ以上増える見込みについてはないんで

はないかなあというような見通しを持ってお

りまして、経費節減にさらに努めていくとい

うことが必要であろうというように考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 本決算で使用料というのは

940万円余りで220円で計算をしたと。ほい

で、統一料金はこういう町の場合は合わない

というのはもう初めからわかっておることで

ありますから、そういう差額等を54年当時に

助成をするというて県が設けたわけですよ、

経過からいうたら。それがいつの日かだんだ

ん減ってきまして、今日のような状況になっ

とると。だから、繰入金で運営をしないとい

けないような状況を生み出しておるんです

ね。有収水量、今説明してますけども、４万

3,000弱の年間有収水量がどういうふうに推

移するかによっても違うてくるし、もっとも

っと終末処理に対応できる水質で、ほとんど

処理を必要としないような形で滞留させて終

末処理をすると。こういうようなこと。それ

から、少なくとも前々処理を義務づけえとい

うて私は何回も言いますけど、やっぱりそう

いう取り組みもして、ここの業者が他の皮革

産業と競争に負けるからとかというのが今ま

での形でしたけれども、全体的に本来公共水

域に水を流す場合は、また処理をして放流す

る、当たり前のことなんで、前々処理を義務

づける、そういうことによってもっと整理が

つくはずやし、そのことを何でしないかなん

ですよね。それで、今の前処理でやっている

ようなものであれば、当然前々処理でできる

し、前々処理させるべきやと。これが行政と

しての指導であり、取り組みだということに

なります。そのようなことが行われない限

り、いわゆるどぶに金を捨てるような中から

抜け出すことはできんだろうと、こういうふ

うに思うんですよね。それが、基本的に言う

たら経費の抜本的な節減対策につながると、

その立場で取り組むということが大事なんで

すけども、その点について説明と、今後、今

３社のために今年度も１億円、一般会計１億

円ほり込んどるわけやから、何でそないなほ

り込まなあかんかというのはだれが見ても当

たり前の話なんで、そういう取り組みこそ大

事ですけど、再度その姿勢について説明を求

めます。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 処理方法につ

きましては、できる限り節減できる方法でと

いうことで本議会にも補正予算でお願いをし

ておりまして、おおむね試行、試行といいま

すか、的にやろうということなんですが、か
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なり節減のできる処理方法ができるんではな

いかということでの取り組みでございまし

て、その効果に期待をしているところでござ

います。 

 それから、３社に１億円ということでござ

いますが、当初はもう少し、七、八社だった

と思うんですが、ございまして、その後経済

情勢等によって現在３社になっているという

ような状況でございます。設立の状況等から

して、さらに県内統一料金というような状況

の中では太子町のみにおいて他と違う料金設

定をするということについてはかなり難しい

状況であろうというように思っております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 料金設定は、他と違う料金

を設定するのはでけへんと。それは確かかも

わからんです、競争上の問題でね。だけど、

それなら全体的に統一を指揮したり指導した

りしている県がもともと面倒を見る言うたこ

とを守らせると。大きなますで受けるという

ことですわ。それはもうずっと言うとること

なんやけど、全然その取り組みもしない。そ

したら、今日は少なくとも競争社会の中です

から、公共の金をほうり込んでですね、競争

をできるだ条件を整えるなど、もってのほか

じゃないですか。むしろ今私が言うてるよう

に、前々処理を当然せなあかんことを業者に

させる。そっちのほうが真っ当やと思うんで

すね。その取り組みをすることが今求められ

ているわけですから、それに対する対応とも

う簡単な処理でとりあえずは要る経費を少な

くするということだと思いますけども、いず

れにしても人がかかり、処理のためには経費

がかかってくるわけですから、０円にはなか

なかならんわけですわな。だから、それはあ

くまで業者が他の業者と同じようにみずから

の責任で水を処理して流すと、公共下水道に

行く場合、あるいは工共水域に放流する場合

も同じなんですけども、そういう取り組みを

させることが行政はしないといけないことじ

ゃないですか。 

 今、３社が、ほいで水も減るやろうと、ど

ういう見方をしとるんですかね、これ、今の

有収水量が約４万3,000、これがどうなるか

ということやら、それから産業の帰趨につい

て、どういうふうに見るかによってもまた違

うと思うんですけど、そういう点ではどうい

う見方をしとんでしょうか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 現在の有収水

量の経緯についてでございますが、現在４万

3,000立米ということでございます。具体的

にどのあたりまで減るかというシミュレーシ

ョンについては、具体的には行っておりませ

ん、数字的には持っておりません。ただ、今

の状況からすれば減っていくと、減るほうに

推移していくという予測で申し上げたもので

ございます。 

 それから、皮革産業についてでございます

けれども、やはり伝統的に根づいてきた産業

でもございますので、それについてはやはり

継承していくというようなことになっていく

のではないかというように思っております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています認定第８号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり経済建設常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、認定第８号は経済建設常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第９ 認定第９号 平成２１年度兵 

       庫県太子町水道事業会計決算 

       の認定について 
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○議長（佐野芳彦） 日程第９、認定第９号

平成21年度兵庫県太子町水道事業会計決算の

認定についてを議題とします。 

 本案については、８月27日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 水道事業は、一応昭和38年

に簡易水道として開始をしてきたわけですけ

ども、せんだっても言いましたように、これ

までの間のデータとして操業当時、それから

その後の経過というのはすべてわかってると

思うんですけども、料金改定がその間何回か

行われてきたと。今日では大口と家事用に分

かれておるわけですが、かつては工場用と一

般家事用という形で料金体系をつくってお

り、してきたんですけども、その間の経緯を

振り返っておかないといけないと思うんで

す。38年以降の毎年の総配水量並びに、それ

に基づく種別の配水量、また料金、超過料

金、それぞれの経過と実態を説明願いたい。 

 それから、当初から見れば、前にも説明し

ましたように、くみ上げて貯水することなく

滅菌をして直送をするというような形で低廉

な価格で上水を供給してきたのは本町であり

ます。そういう面から見ても、主な工事って

いうのも振り返っておかなきゃならないと、

こう思います。そういう点の説明を求めま

す。もし今直接的に資料なければ、もう決算

委員会で出していただいたらいんですけど

も、その辺のところの説明を聞きます。 

 全体として今事業別の報告がございますよ

うに、水需要が全体として6.4％で総量とし

ては410万余りのトン数であるという事業報

告がございます。今後、家事用としては節水

型のトイレとか、いろいろ節水機器が多く利

用されるというような状況の中ではより一層

水需要というのは少なくなってくる。また、

節水するということは資源を有効に使う上で

も大事なことなんでありますけども、事業と

しては一定の投資をしとるわけですから、ま

た配水のための経費も要るわけですので、こ

れの経営というのはいろいろ問題は出てくる

と思いますが、留保資金が８億円あるわけで

す。住民の皆さんに負担をお願いしてきたわ

けですけども、監査報告でもちょっと出てお

りますけども、需要の動向によってはそれら

のことがプラスに作用するどころじゃないこ

とになります。しかし、現実にはお金は持っ

て余るほどあるわけですから、料金こそまた

これも引き下げないといけないんではないか

と、こういうふうにも思います。それらのこ

とについて説明を求めます。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 水道事業開始

以来の料金等の経緯経過ということでござい

ますが、これについては手元資料ございませ

んので、申しわけないですが、現在ここで答

弁することはできない状況でございます。 

 それから、節水機器の普及に伴う水需要の

減といいますか、そういったことのお尋ねで

すけども、機器は当然そういう、これからに

ついてはそういった機器というのがどんどん

普及をしてくるわけですけども、さらには個

人として節水に努めるということについても

当然普及するといいますか、やっていただく

ということについてはむしろ進めるべきでは

ないかというように考えております。 

 それと、直送というお話がございました

が、これについても現在の方法、配水池をか

ました中でそれぞれ給水していくというよう

な方法をとってまいりたいというように思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 いやだから、今は資料なか

ったらというて言いましたやろ、委員会等に

出してもらったら結構なんやけども、もうし

ょうがないね、今そこでその説明せえ言うて

も。そやけど、38年以降のはなかったらおか

しいんですよ、決算ですから。決算の資料に

皆ある、それをまとめたものというのはあっ
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て当たり前やし、主な建設工事等の特別な工

事っていうのは、例えば膜ろ過方式で14億円

を使うと、こういうようなことも主なものだ

と思いますが、それらの主な工事っていうの

はどういう変遷をしてきて今日あるかという

ことなんかもきちっと振り返っておかないと

いけませんし、これから水需要が大口が減

り、すれば、より一層経営上の問題は出てく

るわけですからね。だから、四十数年、50年

たってきちっと振り返っておかないといけな

い問題もあるわけです。ましてや、東芝の帰

趨が、この間も聞いたとおり、水はほとんど

工水も入っているわけですから上水だけが問

題ではないと、こういうふうになりますの

で、きちっとこれも情報全体を共有しておか

なければならない問題があると思うんで、そ

のデータ的なものはちゃんとつくって決算委

員会始まるまでに整理をしといてほしいと。

もう既に持っておると思うんです。ただ、こ

こに持っていないだけだと思うんですけど、

それを出していただくということで確認した

いと思うんですね。 

 直送方式というのは、当時は言うたんです

よ、私はね。水をくみ上げて、そこで滅菌し

て送りよったというのは前にも言いましたよ

うにと、こういうこと、それから直送も大事

なことなんですわ。できないはずはないんで

すよ。水の、いわゆる需給の関係で直送がで

きないということはないんですよ。だから、

それらのことも検証しておかないといけない

わけです。大量の水をこれからさらに必要で

安定供給というんと違う時代に入っておる

と、こういうことの中では直送、もともとや

ってた直送の問題もあるということを言よん

やね。研究しないと、それがあかんというこ

とは言えないと思います。だから、そういう

取り組みについてもきちっと整理をしてもら

わないといけないと思いますので、今後増え

るどころか減るっていう予測が立つわけやか

らね。より一層それはちゃんとしておかない

といけないと、こう思うんですけど、いかが

ですか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 今の直送に関

しましては、今後の問題として検討、検討と

いいますか、課題としては持っておきたいと

いうように思います。 

 以上です。 

   （桜井公晴議員「資料」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 資料。 

○経済建設部長（山本武志） 資料…… 

（桜井公晴議員「データなかったらお

かしいで」の声あり） 

 資料については、その都度決算ごとに資料

として出させていただいているのではないか

と思いますので、改めてその38年からの分を

まとめて出すということについては控えたい

というように思います。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 控えたいというて何言うと

んや。全体的には今大きなお金をまだ使おう

としてるときやで。だから、これまでの変遷

を振り返っておく必要があると。ほいで、そ

ういうものを決算に出しとうからというて私

は言うとんと違うんや。ちゃんと互いにきち

っと振り返ってみようじゃないですかと。そ

の資料はそないに難しいわけじゃないんや。

料金体系の問題と年間総配水量はずっとデー

タ出しよる。それで整理していって積み上げ

とったらええわけじゃ。そないに難しい話じ

ゃないで。それで、こんな実態でしたという

ことをきちっと確認する。例えば、東芝の場

合でも工水が入り出して、ほいで上水と、そ

れから地下水とであります。そういうものが

それぞれ使われてきたわけですわ。だから、

大きく町はここで何回も私かつては言うてき

たんですけれども、安い水を供給して東芝の

事業を支えてきとるわけですよ、かつては。

それらはきちっと振り返っておかんことには

あきまへんがな。当たり前のようなことでは

ないんですからね。さかい、そこらをきちっ

と振り返っておく必要があるから言よんです

わ。その辺はどうなんですかね。振り返った

ら不都合なことがあるんやったら別やけど。
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ほいで、水道事業所持っとうで。ただ、私が

言うわけにいかんから、持っとるやつ何で出

せへんのや言うとんや、もうそれはずっとし

とかなあかんのやから。さかい、はっきりし

てくださいよ。振り返らないと何にもならん

のやから。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 資料について

は確認して対応したいと思います。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています認定第９号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり経済建設常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、認定第９号は経済建設常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１０ 議案第３８号 平成２２年 

        度兵庫県太子町一般会計補 

        正予算（第２号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第10、議案第38号

平成22年度兵庫県太子町一般会計補正予算

（第２号）を議題とします。 

 本案については、９月６日に続いて質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 特に一般会計の補正予算で

は一番気になりますのは、この間も言いまし

たように、国保からの繰入金と、また国保側

からは繰出金、こういうようなことになるも

のについては一般会計は措置した以上は措置

したままにすべきであると、このように思う

んです。それであってこそ国保をまさに支援

をしたことになると、こういうふうに思うん

ですね。そういう点でくどいようですけどき

ちっと確認し、黒字になったから返す、そう

いうようなあり方はもうこの際ちゃんと線を

引いとくべきやと、支援は支援という形で

後々にも太子町の財政力、そういう面からい

えば、どれだけできるんかをはっきりしとか

ないといけないと思うんですね。 

 それから、徴税費の国税との連携システム

の構築でこれがどないに変わるんですかね、

実際上は。委託料327万6,000円、データ配信

で今までやってたことがもう行き来せんでも

ええと、そういうふうにはなるんかもわから

んけど、そういう説明をしてください。 

 それから、災害対策で前山の東面の工事が

上げられているわけですけども、５月24日の

災害で、これのそれぞれ工期、いつまでどな

いするということと、それから443万円で前

山東面の土砂崩れの災害復旧と、それから本

復旧で、ここ２本立てで上がってるんです

ね。それぞれ北面と東面は災害復旧、本復旧

という形で上がってますけども、それぞれの

内容について説明を求めます。 

 それから、今次補正が成立したときのこと

ですけれども、財調あるいは公共施設、土地

開発、それぞれの積立残高、これプラスした

ことになると思うんですけど、残高の説明を

求めます。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 徴税費の国税連携

システムの構築委託料でありますけども、こ

れにつきましては国税庁から配信されました

所得税申告書等のデータをｅＬＴＡＸを経由

して確定申告システムとの連携を行う機能の

導入をするということでありますが、従前、

従前というんか、現在個人また税理士の方か

ら確定申告受けて、その書類が税務署を経由

して国税庁を経由して、また兵庫県の電子自

治体協議会のほうに送られまして、それから

町の税務課のほうに入ってくるという流れで

ありますが、今までこの流れでありまして、

最終的に税務課においてその資料はペーパー
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の打ち出しをしまして町の対応をしていたも

のでありますが、このシステムの構築によっ

てパソコン内での対応が可能になるというこ

とで、この効果としましたら、スピードアッ

プ、また町税務課における入力ミスの回避が

確保できまして、いわゆる正確さが確保でき

るということであります。 

 以上であります。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 繰り入れの関

係でございますが、国保からの繰り入れにつ

いて今ご質問がございました。午前中の決算

のところでも触れましたとおりでございまし

て、これの内容といたしましては、前期高齢

者交付金並びに後期高齢者支援金の精算が大

きいものがございましたので、当然国保全体

の黒字ということから、黒字やからというよ

うな表現でちょっと誤解があるかもわかりま

せんが、これが仮に全体医療費が大きく伸

び、黒字が打てなかった場合については戻し

たくても戻せない内容でございます。そうい

う関係で黒字であったということで今回補正

で戻すということでございまして、これにつ

きましては余ったからどうということではな

しに、たまたまこの年度黒字が打ててますの

で、この制度上概算で入れていたものを戻す

と。ちなみに、参考までに申し上げますと、

この前期高齢者交付金、平成20年度におきま

しては当初予算では足らないということで急

遽補正を組ませていただいた、これはこれま

でも申し上げまして、結局20年度のその時点

での概算交付金が３億8,000万円余りでござ

いました。これが２年後、今年度確定をいた

しました金額が５億8,000万円でございま

す。ですから、２億円というのが精算という

ような措置がとられるということでございま

すので、その点を考えていただきましたら、

当然この分については戻すということでご理

解いただけるものと思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） ちょっと順序が不

同になりますけども、公共土木施設災害復旧

費、前山東面並びに前山北面の土砂崩れ災害

復旧工事費についてでありますが、まず東面

につきましては５月24日の大雨による土砂崩

れ、北面につきましては７月１日における大

雨の土砂崩れであります。既にこの２件につ

いては災害時における応急対策業務に関する

協定に基づき太子建設組合に応急対策を要請

して実施いたしました。この費用につきまし

ても予備費対応で済ませておりますが、これ

の予算対応を今回実施させていただくもので

あります。応急復旧については、以上でござ

います。 

 それと、７月１日、前山北側における土砂

崩れにおきましては、地元の自治会との協議

において工事費のうちの６分の５は地元負担

ということで対応させていただいておりま

す。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 東面の土砂崩

れ本復旧に関してでございますが、内容的に

申し上げますと、待ち受けの擁壁工が25メー

トルで、高さにつきましては1.1メートル、

それから落石防止さくが12メートル、高さ

1.5メートル、それからのり面の保護工です

ね、面積150平米、これは草の種子を吹きつ

けるものでございます。工期につきましては

約３カ月程度を見込んでおりまして、補正予

算をいただいたあと、入札行為ということに

なるんですが、そのあたりの時間的なことを

考えれば、おおむね年度末までにというよう

なことで思っております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 財政課長。 

○財政課長（香田大然） 今次補正後の各種

基金残高の見込みを申し上げます。 

 財政調整基金10億843万6,000円、公共施設

建設基金７億9,927万7,000円でございます。

地域福祉基金２億円ちょうど。ふるさと応援

基金1,06 1万49 5円、土地開発基金４億

2,435万6,277円でございます。国保財政調整
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基金１億4,224万3,239円でございます。介護

給付費準備基金１億3,633万5,579円でござい

ます。介護従事者処遇改善臨時特例基金

472万7,633円でございます。全基金でござい

ますが、27億2,598万6,223円でございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 34ページの土木費、町道維

持補充工事585万円の説明の折に、沖代線か

ら２号線の間でわだちが非常に発生しておる

という説明をお聞きしたんですが、そのとき

に３カ所ほどの施工困難な箇所があるという

ことが耳に残っとんですけども、その辺のこ

とをもう一度詳細にちょっと説明をお願いい

たしたい。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 今お願いして

おります補正予算の一部に沖代線２号線の舗

装補修工事というのを予定しております。こ

れは旧の沖代線でございまして、東芝の正門

から真っすぐ老原の３差路の交差点まで、あ

の間の道路でございます。そこの舗装面の傷

んでるところを補修したいということでござ

いますので、特に施工に困難なところとは認

識はしていないのでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 いや、たしか言われたと思

うんやけど、別の小さな工事があったんか

な。そうでもないんですか。 

 それと、この東芝の正面のこの道路ですけ

ども、非常に交通量も多いし、埋設物も多い

んですけども、常に何か舗装工事がよく、補

修工事されとるんですけども、もっと抜本的

にやりかえて、年々年々このように小規模に

やっていくほうが行政としては一番ベターな

んか、その辺どんなんかなあ、もっと基本的

にやりかえをして、こう何回も何回もやりか

えていくんじゃなしにというふうな気もする

んですけども、その２点。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 今の沖代線２

号線、また沖代線については非常に交通量が

多くて年々舗装補修をしているような状況で

ございます。その抜本的なというようなご指

摘でございますけども、実際にはそういった

ことで下からきちっとつくり上げてというこ

とでやりたいわけなんですけども、経費的に

かなりかかるということがまず１つございま

して、それと沖代線についてはほとんどの範

囲でそういった状況もございますので、全線

をそういう形で改修していきますと、非常に

もう膨大な費用もかかってまいります。今の

状況としては、悪くなっているところを補修

していこうという、そういう形で対応をして

いくということでございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに。 

 続いて。 

○経済建設部長（山本武志） 施工困難な箇

所につきましては、城山裏道線ていうのはち

ょうど城山からたつののほうへ行く細い道が

ございますが、あそこが非常に狭いところで

ございまして、そこものり起こしをするんで

すが、そこが非常に狭隘な道路でございます

ので、軽四が通るぐらいな道路ですけども、

のり面が非常に緩んでいるような状況なんで

川に転落する可能性もあるということで、そ

ういったことを対応しようということでござ

います。そういったところのことやったんか

なと思いますが。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 パブリックビューイングに

ついて、もう一度ちょっと説明をお願いした

いんですけど、中ホールでこれは実施すると

いうことで、この予算から見ると、ビューイ

ングそのものは多分借りないというふうに考

えます、３万7,000円ですから。単純な配線

のみというふうに考えてます。ということ

は、ビューイング使わずに附帯の設備でこれ



－179－ 

は行うということが考えられると思うんです

けども、それが１点と、現状中ホールでまだ

もうちょっと時間はあると思うんですけど

も、現状で大体何人を中ホールでというふう

に予想しておられるのかと。 

 それと、当日大ホールでもありますが、当

然混乱が生じるかもしれませんけど、その辺

の措置をちょっと対策をお願いしたいと思い

ます。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） ９月21日に名誉町

民の野口宇宙飛行士が帰国報告会を開かれる

という、その準備を進めておるわけですが、

当日ちょっとその質問が一緒になるんです

が、一般町民の方を対象に600名の範囲で往

復はがきによる申し込みを受け付けておりま

す。600名と、それといろいろ招待客がござ

いますので、それで大ホールを満杯にする計

画でありますが、600名を超える応募があっ

たときに抽せん会を行うということを予定し

ております。それに漏れた方々についてもパ

ブリックビューイングにお越しになって参加

いただきたいという通知を出す予定にしてお

りますので、今のところまだ締め切りはして

おりませんけども、多少オーバーする状態で

すので、その辺日が近々ですから、ちょっと

その対応をまた考えないといけないわけです

けども、そういう形でパブリックビューイン

グを行うという予定にしております。 

 この予算ですが、一応大型画面を設置して

行うわけですけども、その配線等の委託料と

いうことでこの金額を見積もりというんか、

お聞きしとるわけであります。この範囲でや

らせていただきたいというふうに思っており

ますけども。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 再確認ですが、ということ

は、業者のほうからそういうビューイングを

持ち込んで映すということになるわけです

か。それが、この３万7,000円の中に入って

いるという考え方ですか。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） そうです。あすか

ホールにあるものを最大限使って、その配線

工事費ということであります。それと、往復

はがきで応募をいたしまして、抽せんを行っ

て本会場から、またそのパブリックビューイ

ングという形で通知、それと……。 

 往復はがきで600人を予定しておりまし

て、それから外れる方、ビューイングのほう

で参加いただくという予定でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに。 

 その中ホールのほうは何人入るか。 

 続けて。 

○総務部長（村瀬 学） 人数は300から

400です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 まず、原案反対の方の発言を許します。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 私は何回も言うて申しわけ

ないですが、特に国保への戻入については反

対であります。やはり国保会計を支援するっ

ていうことは当然の支援として残し、そして

あくまでも国民健康保険法に基づいても運営

主体の太子町、ほいで国民皆保険下において

は当然社会保障制度であって、国と自治体の

責任で運営するんが当たり前のことでありま

す。また、他の自治体でも制度的なものでは

ないその他繰入金を行って国保を支援してい

る。そういう実態が全体的にあるわけであり

ますから、税の引き上げを前に本町がきちっ

と一定の支援を行うというものを持っておれ

ば、こういうことを言わんで済むわけですけ

れども、そういう基準も持っていないと、こ

ういう中でのことであります。高い国保税を

引き下げて納めようにも納めようがない人た

ちに対して戻入するなら国保税を引き下げる
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べきであると。しかも、徴収率は90％を割り

込んでいる実態を考えるとより深刻でありま

すし、今の世相を考えると、こういう対応を

すべきであると思います。そういう意見を述

べまして反対討論といたします。 

○議長（佐野芳彦） 次に、原案賛成の方の

発言を許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 次に原案反対の方の発

言を許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第38号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第38号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１１ 議案第３９号 平成２２年 

        度兵庫県太子町国民健康保 

        険特別会計補正予算（第１ 

        号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第11、議案第39号

平成22年度兵庫県太子町国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本案については、９月６日に続いて質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 まず、原案反対の方の発言を許します。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 もうあと申し上げません

が、一般会計で述べた意見のとおり、逆にな

るわけですけれども、国保からの繰り出し、

一般会計への戻入には反対であります。 

○議長（佐野芳彦） 次に原案賛成の方の発

言を許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 次に原案反対の方の発

言を許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ほかに討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第39号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第39号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１２ 議案第４０号 平成２２年 

        度兵庫県太子町介護保険特 

        別会計補正予算（第１号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第12、議案第40号

平成22年度兵庫県太子町介護保険特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 本案については、９月６日に続いて質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第40号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第40号は原案のとおり可決されま
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した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１３ 議案第４１号 平成２２年 

        度兵庫県太子町老人保健特 

        別会計補正予算（第１号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第13、議案第41号

平成22年度兵庫県太子町老人保健特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 本案については、９月６日に続いて質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第41号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（佐野芳彦） 挙手全員です。したが

って、議案第41号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１４ 議案第４２号 平成２２年 

        度兵庫県太子町後期高齢者 

        医療特別会計補正予算（第 

        １号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第14、議案第42号

平成22年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本案については、９月６日に続いて質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 総括等でもただしましたけ

れども、広域連合における会議の報告は少な

くとも簡単でもしてもらいたいと、こう思う

んですけど、それはオーケーですか、１つ

は。 

 それから、先にも言いましたけど、人間ド

ック等のことがそれぞれやめておったとこが

復活をする、そういうような取り組みをして

いる自治体も増えていってるんですけども、

本町も当然対応すべきだと思うんですけど、

その点いかがですか。 

○議長（佐野芳彦） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 広域連合の、８月

19日にございました。決算関係等があったん

ですが、三木市の大眉議員が決算についての

反対討論といいますか、反対、それから養父

市の議員さんとお二人が反対でしたが、賛成

多数で可決されたところでございまして、三

木市の大眉議員につきましては、詳しくは会

議録はまだ手元に届いておりません。事務局

のほうに私もけさ尋ねたんですが、まだ届い

てない状況でございますが、概略を覚えてる

のはそういったことで、決算関係については

可決されましたし、質問の中では、先ほど桜

井議員がおっしゃった人間ドックに対しての

助成についてどうであるというようなご質問

が大眉議員のほうからもございました。41市

町の中で現在は13市町がそういう助成制度を

導入しているということも事務局のほうから

もございましたが、やはり広域連合になって

から、桜井議員ご指摘のとおり、人間ドック

の助成については、いわゆる広域連合の努力

義務になって非常に少なくなっている現状を

憂いている発言がございました。しかしなが

ら、それは各市町の努力の中で進めていくべ

きであろうというようなこともありまして、

現在のところ13市町でそういう助成制度を持

っているというようなことがございました。

手元にその十分な資料を持っておりませんの

で、ご報告というわけにはいきませんが、先

ほど申し上げたとおり、簡単ではございます

が、広域連合は８月19日にございまして、そ

のときにそういう議決等、私は賛成の立場で

可決に賛成してきました。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 桜井議員、３回目にな

るんですが、まださっきもう一点答えてない
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んじゃないかな。２点目は何だったんですか

ね、ちょっと私の頭の。 

 助成制度、助成制度のあれは答えたね。 

 一応質問した内容としては。 

 引き続き、答弁してください。 

○副町長（八幡儀則） これ広域連合の会議

録が来ましたら、議員の皆さんに配付すると

いうことで、議会のほうにお渡しするという

ことにしたいと思います。ちょっと内容的に

もし間違っておれば大変でございますので、

会議録が届き次第議会事務局のほうに一部コ

ピーではございますが、提出させていただき

ます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 まず、原案反対の方の発言を許します。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 私はこの後期高齢者医療制

度はもう最悪の差別制度でもあるし、75歳以

上を差別する、さらにはこれを年齢引き下げ

て65歳からにしようと、こういうようなこと

は断じて賛成できないわけでありますが、た

だいまなぜ言いましたかといいますと、少な

くとも後期高齢者医療制度が導入されてほと

んどの市町で人間ドックの助成なんかの事業

をやめてしまったと、こういうようなことの

中で、いわゆる厚生労働省も去年の10月長

寿・健康増進事業における人間ドックの費用

助成についてという通知を一応出してるわけ

ですね。これに対して、助成事業について十

分に周知するということの必要性、さらには

年度途中でも実施に向けて取り組むというよ

うなこともあると、こういうことになってい

ることがありますので、少なくとも後期高齢

者医療の連合の会議っていうのはもうただで

さえ地域の声は届かないと。こういうような

状況です。しかし、何が決められたり何をし

たかということがきちっと報告されるべきだ

と思いますので、今言っております。会議録

がでけたら全体に配布をするということでご

ざいますが、今必要なことは、より一層この

健康を維持確立していくために人間ドックの

助成を速やかに実施をすることを私も、この

本町議会でも求めて、内容的には制度全体の

廃止が必要なんですけれども、少なくとも積

極的なものについては導入して対応すべきや

と、制度が動いてるわけですから、対応すべ

きやという意見を述べまして、ドックです

よ、今、反対討論といたします。 

○議長（佐野芳彦） 次に原案賛成の方の発

言を許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 次に原案反対の方の発

言を許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ほかに討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第42号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第42号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１５ 議案第４３号 平成２２年 

        度兵庫県太子町墓園事業特 

        別会計補正予算（第１号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第15、議案第43号

平成22年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 本案については、９月６日に続いて質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第43号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（佐野芳彦） 挙手全員です。したが

って、議案第43号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１６ 議案第４４号 平成２２年 

        度兵庫県太子町下水道事業 

        特別会計補正予算（第１ 

        号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第16、議案第44号

平成22年度兵庫県太子町下水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

 本案については、９月６日に続いて質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第44号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（佐野芳彦） 挙手全員です。したが

って、議案第44号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１７ 議案第４５号 平成２２年 

        度兵庫県太子町前処理場事 

        業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第17、議案第45号

平成22年度兵庫県太子町前処理場事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本案については、９月６日に続いて質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 先ほど経済建設部長は今回

の補正で大きく変わる言うたけど、どないに

変わるかいね、この補正予算によって事業を

行えば、前処理場がどないに、処理経費がど

れだけ節減できるん。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 今考えており

ますのは、通常現在まで処理しておりました

ルートといいますか、沈殿池を通っておりま

したが、その部分を通さずに直接流入された

水を希釈して公共へ放水するというようなこ

とを考えておりまして、あくまで今回実証試

験ということでございまして、現在のところ

費用的な部分について確認をこれからしてい

こうという考えでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 いや、前からそういうこと

も必要や言うて沈殿ろ過してもええやないか

ということいろいろ言うて、今回間引くわけ

やな。変な話やけど、間引く。間引いても配

水基準には合うという、前から言うてること

を実際やろということやね。 

 ほいで、実際に人がかかったりするという

のは、そのための配管でしょうから、バイパ

スみたいにして整理していくんだろう思いま

すけども、実際そしたらあっこでおる人はも

う要らんようにできると。ちょっと一部はそ

ら流れの状況とか見なあかんだろうけども、

要らんようにできるということか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 先ほど申し上

げましたように、試験的にやろうということ
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で取り組むものでございまして、それと人に

ついてはおらなくていんかということでござ

いますが、これは無人ということには今のと

ころは考えておりません。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 実際、余り要らん、無人で

えんちゃうか、ああいうとこは、もしそうす

るなら。そのぐらい思い切ったことしないと

あかんと思うんやね。ほいで、無人やから詰

まるようじゃあ、詰まるようなものは流さな

いということになるし、粗ごみが入らないよ

うに流入させるというんだろ、希釈して。水

は一定使うということの中でやろうとするん

だったら、人は要らんやないか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 先ほど申し上

げましたように、ピットを通さずに処理をし

ようということで経費削減に向けた取り組み

の一環でございまして、なおそれは人がいな

くなればいんでしょうけども、今のところは

そういう実際にはほかの部分で動くところも

ございますので、完全に無人ということは現

在では考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第45号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（佐野芳彦） 挙手全員です。したが

って、議案第45号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１８ 議案第４６号 平成２２年 

        度兵庫県太子町水道事業会 

        計補正予算（第２号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第18、議案第46号

平成22年度兵庫県太子町水道事業会計補正予

算（第２号）を議題とします。 

 本案については、９月６日に続いて質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第46号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第46号は原案のとおり可決されま

した。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 お諮りします。 

 ９月10日から９月29日まで委員会審査のた

め本会議を休会したいと思います。ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、９月10日から９月29日まで本会

議を休会することに決定しました。 

 次の本会議は９月30日午前10時から開催い

たします。 

 本日はこれで散会します。 

（散会 午後２時10分） 

 

 


